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3.4  「論文」には，800 字以内の日本語要旨及び400 語程度の英語要旨並びに5項目以内のキーワードを付ける。
3.5  原稿の分量は，区分を問わず刷り上がりが 40 頁（写真，図版，表及び論文要旨等を含む）以内を目安とする。
なお，1 頁の文字数は 1,700 字を目安とする。
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